
 

 

  

●ゲスト 浅野 芳明さん(荒川ボランティアセンター)、西川 正さん(ハンズオン埼玉)、鈴木 恵子さん(すずの会) 
 

●コーディネーター 菅野 道生さん(岩手県立大学) 

●日 時 2016年7 月25 日（月）10：00～17：00 
 

●会 場 サンパール荒川 

（荒川区荒川 1-1-1／都電荒川線「荒川区役所前」徒歩 2 分） 

 

●対 象 地域住民やボランティア、市民活動団体と共に 

地域づくりをすすめる組織(中間支援組織)のスタッフ 
＊中間支援組織…ボランティアセンター、大学ボランティアセンター、 

社会福祉協議会、まちづくりセンター、国際交流協会、福祉施設、病院など 

＊年齢や勤務年数、常勤・非常勤など雇用の形態は問いません。 

＊原則、個人は対象としておりませんが、中間支援の業務の経験のある方や 

予定のある方は、事務局までお問い合わせください。 

 

●定 員 30 名    ●受講料 6,000 円 
 

●申込方法 FAX：裏面の申込用紙に必要事項をご記入いただき、FAX にてご返信ください。 

     WEB：支援力アップ塾サイト（http://www.tvac.or.jp/special/im）よりお申込みください。 
＊お申込み受付後、受講通知をお送りします。内容確認の上、受講料をお支払ください。 

 

●申込期限 2016 年７月20 日（水）※ただし定員になり次第締め切ります 
 

●申込先 東京ボランティア・市民活動センター（支援力アップ塾担当） 

     TEL 03-3235-1171   FAX 03-3235-0050 

          E-mail im@tvac.or.jp  URL http://www.tvac.or.jp/special/im 

 

主催：東京ボランティア・市民活動センター（TVAC） 

実務ステップアップ編 

「そもそも社会資源ってなに？」 

「地域のどこにあるの？いるの？」 

「つながりづくりってどうやるの？」 
 

多様化・複雑化する地域課題に対して、私たち一人ひとり、一つひとつの組織では解決できないことが 

たくさんあります。しかし、そんな時に力になるのは、やはり地域のひと・団体。いろんなひとたちと一

緒に課題に取り組めば、その解決方法だってぐんと広がるはず。 

この講座では、そんな地域のひと・団体をどう見つけ、どうネットワークをつくっていけばよいか、いつ

もより少し発想の枠を広げて、みんなで考えます。 

支援力アップ塾が始まって以来、初めてのテーマです！ 

  

 

さらに…今秋 フィールドワークゼミ 開講！ 

今回の会場でもある荒川に学びの場を移し、実際に荒川区内で活動が始まっている子どもの居場所を舞台に、 

どんな社会資源とつながりながら活動が広がっていったのか、実践的に学びます。 

決のためにどんな社会資源を 
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※以下、講義の中で触れさせていただくことがございますので、すべてご記入ください。 
受講動機をお聞かせください。 

 

「社会資源」と聞いて、なにをイメージしますか。 

 

社会資源の開発に関して、どんな課題を感じていますか。 

 

今回の研修で知りたいこと、学びたいことは何ですか。 
 

支援力アップ塾実務ステップアップ編「地域に眠る宝を見つける力、磨く力（7/25）」申込用紙  FAX：03-3235-0050 

＊お申込みの際にいただいた個人情報は、TVACにおいて適切に管理し情報提供等に利用させていただきます。 

～支援力アップ塾とは～ 

地域で活動する市民活動を支え、ともに課題解決を目指す間支援組織スタッフの 

みなさんが「悩みや知恵を持ち寄り、互いに聴き合い、ともに解決の糸口を考える」 

そんな出会いと学びの場として、2012年に開講しました。  

アップ塾参加者の声 

●“無いものをつくるのがコーディネーターの 

専門性！！”と思いました。 
 

●つながりや情報の引出しがどれだけあるか？が 

まずは重要ときづかされました。 

●周りを巻き込むことは NPO の活動 

そのものだとあらためて思いました。 
 

●常にいろいろな引出しを持っておくために、 

今日のような勉強の場が必要だとわかりました。 


